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整理番号＿＿＿＿＿＿＿ 

 

北海道大学 BSE 問題に関する討論型世論調査実行委員会 

アンケート調査（2011 年 9 月） 

 

みんなで話そう、食の安全・安心 

～BSE 全頭検査をどうするか～ 
 

 

このたびはアンケート調査にご協力いただき、ありがとうございます。 

ご回答いただいた内容は統計的に処理し、数値としてまとめますので、あなた様の回答内容やお名前

が外部に公表されることは一切ありません。 

 

 

 

＜回答記入に関して＞ 

1. 表紙と裏表紙も含め、計 8 ページあります。落丁がある場合はお知らせください。 

2. 氏名・住所・電話番号などを記入する必要はありません。 

3. 封筒の宛て名の方にご回答をお願いするものです。ご本人様がご記入ください。 

4. ご自身のお考えでご回答ください。ほかの人に聞いたり、調べ物をしたりして答える必要はありま

せん。 

5. 一度答えた質問に戻ることなく、順番通りにご回答ください。 

 

 

 

 ＜お問い合わせ先＞ 

 北海道大学 「BSE 問題に関する世論調査」係（北海道大学 CoSTEP
コ ー ス テ ッ プ

内）（担当：斉藤） 

 電話/FAX 011-706-5320（直通）（電話受付時間：平日 10:00～17:00） 

北海道大学の代表電話（011-716-2111）で 内線 5320 とお伝えくださってもつながります。 

E-mail    event@costep.hucc.hokudai.ac.jp 

 

 

 

 

 

 
次のページから質問が始まります 
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Ｑ１．あなたのご家庭で、日々の食品の買い物を主に担

当しているのはどなたですか。1 つだけ選んでください。 

１．ご本人（回答者の方） 

２．回答者以外のご家族 

３．その他(記入欄→）                     

 

Ｑ２．あなたのご家庭で、牛肉を買う頻度はどのくらいで

すか。１つだけ選んでください。 

１．ほぼ毎日 

２．数日に１回程度 

３．週に１回程度 

４．２週に１回程度 

５．月に１回程度 

６．数か月に１回程度以下 

７．まったく買わない 

99．わからない 

 

Ｑ３．あなたのご家庭で牛肉の購入先として、最もよく利

用するのは、次のどれですか。１つだけ選んでください。 

１．スーパー 

２．百貨店 

３．生協（店舗） 

４．生協（宅配） 

５．精肉店 

６．通販 

７．その他(記入欄→）                     

８．牛肉は買っていない 

99．わからない 

 

Ｑ４．あなたのご家庭ではこの１か月、主としてどの産地

の牛肉を買っていますか。１つだけ選んでください。 

１．国産 

２．アメリカ産 

３．オーストラリア産 

４．その他(記入欄→）                     

５．牛肉は買っていない 

99．わからない 

 

 

 

 

 

Ｑ５．牛肉に関する以下の事柄で、特に関心のあるもの

はどれですか。以下から選んでください（３つ以内）。 

１．牛の産地 

２．牛の品種 

３．牛の血統 

４．牛のエサ 

５．牛に投入される抗生物質やホルモン剤 

６．BSE（いわゆる狂牛病） 

７．有機飼育 

８．O
オー

１５７などの病原性大腸菌 

９．と畜(食肉用の家畜を殺すこと)する場所の衛生状

態 

１０．放射能 

１１．その他(記入欄→）                     

１２．特に関心はない 

 

※以下では、BSE についての政策に関してお尋ねしま

す。 

 

Ｑ６．食肉用にと畜される全ての牛を対象とする「BSE 全

頭検査」は必要だと思いますか。必要があると強く思う場

合は１、必要がないと強く思う場合は７、ちょうど中間は４

として、お考えに近いと思う番号にマルをつけてください。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７．国内における BSE 検査の対象が次のようになった

としたら、国産の牛肉に対するあなたの安心感はどうなり

ますか。それぞれ１つだけ選んでください。 

 

・BSE 検査対象が、政府の方針通り「２１か月齢以上のと

畜されるすべての牛」となったとしたら、安心感は 

１．大きく増加する 

２．やや増加する 

３．変化しない 

４．やや減少する 

５．大きく減少する 

99．なんともいえない 

 
次のページのＱ７の続きに進んでください 

１  ２  ３   ４  ５  ６  ７

中
間

必
要
だ

必
要
で
は
な
い

わ
か
ら
な
い 

99 
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・BSE 検査対象が、EU 主要国と同様に「４８か月齢以上

のと畜されるすべての牛」となったとしたら、安心感は 

１．大きく増加する 

２．やや増加する 

３．変化しない 

４．やや減少する 

５．大きく減少する 

99．なんともいえない 

 

Ｑ８．現在の状況のなかで、北海道での BSE 検査はどの

ようにあるべきだと思いますか。次の３つの考え方それぞ

れについて、お考えに近いと思う番号にマルをつけてくだ

さい。 

 

・北海道では、月齢に関わらずすべての牛を対象に BSE

検査を行う（全頭検査を続ける） 

 

 

 

 

・北海道では、２１か月齢以上のすべての牛を対象に

BSE 検査を行う（政府の基準に合わせる） 

 

 

 

 

・北海道では、４８か月齢以上のすべての牛を対象に

BSE 検査を行う（EU 主要国の基準に合わせる） 

 

 

 

 

Ｑ９．将来、日本が BSE 清浄国（国際機関によって「BSE

の危険性が無視できる」と認められた国）になった場合、

北海道での BSE 検査はどうするべきだと思いますか。次

の３つの考え方それぞれについて、お考えに近いと思う

番号にマルをつけてください。 

 

・北海道では、月齢に関わらずすべての牛を対象に BSE

検査を行う（全頭検査を続ける）  

 

 

・北海道では、２１か月齢以上のすべての牛を対象に

BSE 検査を行う（政府の基準に合わせる） 

 

 

 

 

・北海道では、４８か月齢以上のすべての牛を対象に

BSE 検査を行う（EU 主要国の基準に合わせる） 

 

 

 

 

 

Ｑ１０．BSE 対策に関する次のような意見についてどう思

いますか。次の３つの考え方それぞれについて、お考え

に近いと思う番号にマルをつけてください。 

 

「BSE 対策としては、肉骨粉を牛に与えない、特定危険部

位を取り除くという２つの対策で十分である」 

 

 

 

 

「BSE 全頭検査の必要性を判断する際には、『ある月齢

よりも若い牛については BSE を検出できない可能性が高

い』ということを考慮すべきである」 

 

 

 

 

 

「すべての月齢の牛を対象とした BSE 全頭検査は、効果

の割に費用がかかりすぎる」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次のページのＱ１１に進んでください
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Ｑ１１．北海道での BSE 全頭検査に関する次のような意

見についてどう思いますか。次の３つの考え方それぞれ

について、お考えに近いと思う番号にマルをつけてくださ

い。 

 

「北海道での BSE 全頭検査は北海道のブランドイメージ

に役立つ」 

 

 

 

 

 

 

「北海道での BSE 全頭検査は道民の食べる北海道産牛

肉の安全性の確保に役立つ」 

 

 

 

 

「他の都府県がBSE全頭検査を続けるかぎり北海道での

全頭検査を続けるべきだ」 

 

 

 

 

 

 

※以下の質問は「選択実験」という、統計分析をおこなうための質問であり、経済学、マーケティング、交通工学などの分野

で広く用いられている方法です。同じような質問が繰り返され、奇妙に思われるかもしれませんが、それぞれについてご判断を

お願いします。 

 

Ｑ１２．スーパーマーケットに「切り落とし」の牛肉を買いに行ったら、以下の３種類が売られていたとします。見た目はど

れも変わらないとしたら、この中でどれを買いますか。それぞれ１つだけ選んでください。ただし国産牛肉については、放

射性セシウムの検査は適切に行われているものとします。 

 

（１） 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

（２）それでは、次の場合はどれを買いますか。 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

（３）それでは、次の場合はどれを買いますか。 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

 

 

 

どれも 

買わない

わから 

ない 

オーストラリア産 

118 円 

アメリカ産 

118 円 

日本（国産） 

258 円 

どれも 

買わない

わから 

ない 

オーストラリア産 

118 円 

アメリカ産 

148 円 

日本（国産） 

178 円 

どれも 

買わない

わから 

ない 

オーストラリア産 

148 円 

アメリカ産 

118 円 

日本（国産） 

258 円 

次のページのＱ１２の続きに進んでください 
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（４）それでは、次の場合はどれを買いますか。 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

（５）それでは、次の場合はどれを買いますか。 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

（６）それでは、次の場合はどれを買いますか。 

１つにマル →          １．            ２．              ３．            ４．      99． 

産地 

100g あたりの価格 

 

 

Ｑ１３．現状において、各国で生産された牛肉の BSE 感

染に関してどのように感じていますか。お考えに近いと思

う番号にマルをつけてください。 

 

・国産牛の BSE 感染 

 

 

 

 

 

・アメリカ産牛の BSE 感染 

 

 

 

 

 

・オーストラリア産牛の BSE 感染 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４．以下にあげる「BSE を原因とする人の病気を防ぐ

ための対策」は、日本国内できちんと実施されていると思

いますか。それぞれ１つだけ選んでください。 

 

・対策：肉骨粉を牛に与えない 

１．きちんと実施されている 

２．ある程度実施されている 

３．あまり実施されていない 

４．実施されていない 

99．わからない 

 

・対策：特定危険部位を取り除く 

１．きちんと実施されている 

２．ある程度実施されている 

３．あまり実施されていない 

４．実施されていない 

99．わからない 

 

・対策：BSE 全頭検査 

１．きちんと実施されている 

２．ある程度実施されている 

３．あまり実施されていない 

４．実施されていない 

99．わからない 

 次のページのＱ１５に進んでください 
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どれも 

買わない

わから 

ない 

オーストラリア産 

178 円 
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日本（国産） 
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148 円 
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買わない

わから 

ない 

オーストラリア産 
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アメリカ産 

88 円 

日本（国産） 

298 円 
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Ｑ１５．国産食品と輸入食品の安全性について、どのよう

に感じていますか。 

 

・国産食品について 

 

 

 

 

・輸入食品について 

 

 

 

 

Ｑ１６．BSE に限らず、食品全般についてお尋ねします。

「食品は 100％安全でなければならない」という考え方に

ついて、どう思いますか。 

 

 

 

 

 

Ｑ１７．食の安全に関する専門家の意見は、信頼できると

思いますか。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１８．食の安全・安心に関する国（政府）や北海道（道

庁）の取り組みについて、どの程度信頼していますか。お

考えに近いと思う番号にマルをつけてください。 

 

・国の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

・北海道の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１９．BSE や食品に限らず、もっと一般的にお尋ねしま

す。国や自治体の政策を決めるときに、専門家の意見と

市民の感覚が異なる場合、どちらを優先すべきだと思い

ますか。1 つだけ選んでください。 

１．専門家 

２．市民 

３．おなじくらい 

99．わからない 

 

Ｑ２０．「素人である一般市民は、科学技術などの専門的

な問題については口出しすべきではない」という考え方に

ついて、どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

※以下の Q２１から Q２７の質問はクイズ形式になってい

ます。正解を調べずにお答えください。 

 

 

Ｑ２１．日本において、食品のリスク評価を主に担当して

いる国の機関は、次のどれだと思いますか。１つだけ選

んでください。 

１．農林水産省 

２．薬事・食品衛生審議会 

３．食品安全委員会 

４．消費者庁  

99．わからない 

 

 

 

 
次のページのＱ２２に進んでください 
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Ｑ２２．日本で BSE 感染牛が初めて見つかったのはいつ

だと思いますか。 

１．３年前 

２．５年前 

３．１０年前 

４．２０年前 

５．３０年以上前 

99．わからない 

 

Ｑ２３．日本人で、BSE が原因と思われる vCJD（変異型ク

ロイツフェルト・ヤコブ病）への感染が確認された人は、何

人いると思いますか。 

１．０人（いない） 

２．１～１０人 

３．１１～９９人 

４．１００人以上 

99．わからない 

 

Ｑ２４．以下の国の中で、BSE 感染が確認された牛が最

も多いのは、どの国だと思いますか。 

１．日本 

２．アメリカ 

３．オーストラリア 

99．わからない 

 

Ｑ２５．牛の特定危険部位にあてはまらないのは、次のど

れだと思いますか。あてはまらないものをすべて選んでく

ださい。 

１．脳   ２．胃   ３．脊髄
せきずい

   ４．眼  

５．扁桃
へんとう

  ６．舌   ７．脊柱
せきちゅう

   ８．回腸遠位部
かいちょうえんいぶ

 

99．わからない 

 

Ｑ２６．これまでに日本で BSE の感染が確認された牛の

ほとんどは、次のどの月齢の牛だと思いますか。 

１．１０か月齢まで  

２．１１～２０か月齢  

３．２１～３０か月齢  

４．３１～４０か月齢  

５．４１か月齢以上 

99．わからない 

 

 

Ｑ２７．牛が BSE に感染しないようにするために、日本で

はどのような対策がとられていると思いますか。１つだけ

選んでください。 

１．ワクチン接種による予防 

２．感染牛に対する治療 

３．肉骨粉の使用禁止 

４．BSE 全頭検査 

５．特定危険部位の除去 

６．BSE 発生国からの牛肉輸入制限 

７．対策は発見されていない 

99．わからない 

 

 

※最後に、ご回答くださった方についてお尋ねします。 

 

 

Ｑ２８．あなたの性別は。 

１．男性     ２．女性 

 

Ｑ２９．あなたの年代は。 

１．２０代    ２．３０代 

３．４０代    ４．５０代 

５．６０代    ６．７０代 

７．８０歳以上 

 

Ｑ３０．あなたの現在の主なお仕事は。 

１．会社員 

２．公務員・団体職員 

３．自営業・自由業 

４．畜産業 

５．畜産業以外の農林漁業 

６．パートタイム・アルバイト 

７．家事専業 

８．学生 

９．無職（年金など） 

１０．その他(記入欄→）                     

 

Ｑ３１．あなたと同居する方で、小学生以下（１２歳まで）

のお子さんはいますか。 

１．いる    ２．いない    ３．答えない 

 

 
次のページのＱ３２に進んでください 
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Ｑ３２．あなたのご家庭の生活水準は、全体を５つに分け

たとすると以下のどれにあてはまるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。最後までご回答いただき、どうもありがとうございました。 

 

ご回答いただいた日付をご記入ください。 

（     月     日） 

  

このアンケートにご回答くださった方を対象として、11 月 5 日（土）に北海道大学で討論イベント「み

んなで話そう、食の安全・安心」を開きます。討論イベントの詳細については、別紙の説明をご覧くだ

さい。出欠のご希望は同封の出席調査票（ブルーの用紙）にご記入いただき、アンケートと一緒にご返

送ください。 

 

99 １       ２       ３       ４       ５ 

中
ぐ
ら
い 

上
の
方 

下
の
方 

答
え
な
い 


